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「幻の名盤を求めて」
－Sleepy Lagoon　謎の演奏者をさがして－

岡山市医師会
 医療法人成和会 粟井内科診療所　粟井　佐知夫

会員の声

　ムードミュージックという言葉をご存じであろうか？
　ストリングス主体のクラシック編成のオーケストラが、ミュージカル、ポピュラー、映画音楽
などの親しみやすい曲を、ビートの入らない正統的な編曲で演奏するジャンルというのが最大公
約数的定義である、その完成期は1940年代後半～ 1960年代初頭である。マントヴァーニ楽団、パー
シー・フェース楽団等が代表的なところである。
　Sleepy Lagoonは1930年に、イギリス人のエリック・コーツが作曲し、1942年、ジャズ・トランペッ
ト奏者のハリー・ジェームスが取り上げて大ヒットし、ポピュラーのスタンダード・ナンバーと
して、何百人もの演奏家が取り上げている。イギリス人にとっては愛唱歌で、BBC交響楽団のテー
マ曲の一つでもある。
　深夜、西日本テレビの日東河川工業のCMで30秒流れるのがこの曲である。西日本放送のエン
ディングテーマと思っている人も多く、今も深夜の２時頃流れている。この曲を中学生で初めて
聴いた。当時は、曲名もわからず情報も簡単に手に入る時代ではなく、ラジオでチェックするし
か手段はなかった。曲名は数年でわかったが、ビックタイトルにもかかわらず、その後、何十年
も演奏者は厚いベールに包まれて謎のままだった。
　当時、中学生の小遣いが1,000円、レコードは高価で手が届かなかった。大学卒業後、レコード
やCDを買ったが、枚数も少なく手がかりなし、インターネットが発達して、音楽サイトで膨大
な曲を試聴できるようになったが全くヒットしなかった。放送局にも資料なし。生きている間に
見つけることは不可能とあきらめていた。ところが、今年アマゾン・デジタル・ミュージックで
偶然に発見した。演奏者はPete King Orchestra and ChoraleでLP版のmoon riverというアルバム
に収録されている。Pete Kingは1914年生まれ、60歳の時、病気で引退し、指揮者、編曲者とし
てのキャリアを比較的早く失っている。実力があるも埋もれたものと考えられる。アマゾン収載
も2015年で、発見できなかったのも納得できる。
　1950年代後半～ 60年代初期の録音であろう。電気装置など全く使わない往年のクラシック楽団
と同じ編成で木管楽器などの音色は、しっとりとした演奏で心が落ち着く。導入部は、鉄琴〈グロッ
ケンシュピール〉が奏でる。単純だが神秘的で非常に存在感が大きく、曲を引き立てている、フ
ルート、オーボエ、クラリネットが主題をつないでいき、ストリングスも上品で厚みがあり、と
てもよい。Sleepy Lagoonは何百曲も聴いたが、このアレンジがベストと考える。アルバム自体も、
時にはコーラスや素晴らしいアルト・サックスのソロを散りばめ魅力的である。興味のある方に
は、ぜひ聴いていただきたい。
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倉敷地域の在宅医療、医療介護連携への取り組み

 倉敷医師会介護福祉部担当理事　高尾聡一郎

　昨年より介護福祉部理事を担当することとなり、手探りで在宅医療、医療介護連携へ取り
組んでいるところですが、現状をご報告させていただければと思います。
　先ず、在宅医療に関しては各地域の高齢者支援センターや訪問看護ステーションを中心と
して、現場に即した在宅医療が提供できるよう医師会が主導しながら市と緊密に連携し、各
職種がコミュニケーションを図る事ができるよう２カ月に１度「倉敷市在宅医療をすすめる
会」を開催しています。在宅医療で問題となるような、看取り、褥瘡などのテーマで講演を行っ
た後、医師、歯科医師、介護士、訪問看護師など職種が異なったメンバーで５～６名のテー
ブルに分かれ、身近な問題に対しディスカッションを行うことで円滑なコミュニケーション
がとれるような会を心掛けています。
　医療介護連携については各小学校区単位で地域のコミュニティを支えている高齢者支援セ
ンター職員や小地域ケア会議のメンバー、その他、医師会、歯科医師会などの各種団体で倉
敷地区地域ケア会議を構成し、認知症に対する啓発講演や認知症サポーターの育成講座を毎
年開催しています。昨年は真備地区で甚大な豪雨災害が発生したため、倉敷市職員や各地域
の高齢者支援センターでは真備からの避難者への対応を優先し、予定していた各事業はやむ
を得ず延期とさせていただきました。災害に対する対応、特に急性期を過ぎた要介護者へ十
分なフォローをするために、今後の医療、介護の連携に医師会がリーダーシップをとり積極
的にすすめていこうと思っております。
　今や社会的な問題となっている認知症に対する取り組みですが、倉敷医師会では認知症初
期集中支援チームを４チーム構成し、認知症を発症した初期の段階で直接患者と関わり、適
切なサービスの提供、認知症疾患医療センターへの受診時期のアドバイスなどを行っており
ます。真備豪雨災害の避難所などで、環境が変わる事により発生した初期の認知症に対して
このチームが大変有効であり、過酷な生活環境にある避難者の中で認知症を発症しつつある
方に対して一定の役割を果たせたものと自負しております。
　高齢者人口の増加に伴い要介護者の数も増加されることが予想される中、現在介護職種人
口の減少のためその確保が社会的問題になっています。それには彼らのプライドを守る給与
や待遇などの施策もさることながら、他の職種間で少しでも互いの仕事の内容を理解し、可
能な限りシェアしていく多職種間の連携がより円滑な地域包括ケアの推進の一助となるだろ
うと思っております。倉敷地域で医師会がリーダーとなり、その架け橋となるために微力な
がら尽力したいと思います。
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